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だがしや楽校＠子育て応援団すこやか２０１２	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 日時：2012 年 6 月 23 日（土）・24 日（日）10:00~16:00	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 会場：山形国際交流プラザ（山形ビッグウィング）	 

	 

	 

2012 年 6 月 24 日（日曜日）曇り時々晴れ	 

	 

【だがしや楽校＠子育て応援団すこやか２０１２・２日目】	 

	 “子育て応援団すこやか 2012”（主催：子育て応援団実行委員会〈※注１〉山形新聞・山形放

送）が、6月 23 日と 24 日の２日間、山形市内（山形国際交流プラザ	 山形ビッグウィング）にて

開催されました。	 

�※注１：子育て応援団実行委員会構成団体・・・山形県（子育て支援課）・山形市（子育て推進課）・山形県医師会・

山形県歯科医師会・山形県薬剤師会	 山形市医師会・山形市歯科医師会・山形市薬剤師会・山形放送	 

	 

	 地域・団体・企業など社会全体で子育てをサポートする気運を醸成し、次世代を担う子どもた

ちがのびのびと成長できる社会を目指し、平成 19 年（2007 年）から開催している“子育て応援

団すこやか 2012”は、今年が第６回目です。 
	 会場には、子育てを応援する企業の展示、子どもの健康を守るための医師や歯科医師による相

談コーナー、子育てに関する情報コーナーなどが設けられています。また、羽陽学園短期大学に

よる遊びのコーナー、さらにステージでは、キャラクターショーやうたのおねえさんのショーな

どが繰り広げられました。	 

	 それに加えて、各機関や行政関係のブースも設けられました。主催者の一員である山形県は、

例年通り“山形みんなで子育て応援団”のブースを設けました。	 

	 そして、今年も山形県のブースでは、“山形みんなで子育て応援団”の登録団体として、“だが

しや楽校”が開かれたのであります。さらに今回は、山形県が昨年度（平成 23 年度）から取り組

んでいる“やまがた体験ひろば”にて紹介された団体も、山形県のブース内で“体験ひろば”を

開きました。	 

	 

	 昨年までは、私が山形県からの依頼を受けて、山形県のブース内にて“だがしや楽校”を開く

ためのコーディネートを行っていましたが、今回は“だがしや楽校だがしや倶楽部”（鶴岡市）が

担いました。	 

	 また“だがしや楽校だがしや倶楽部”を活動のひとつにしているＮＰＯ法人公益のふるさと創

り鶴岡では、山形県から“やまがた体験ひろば”事業も受託していたことから、“やまがた体験ひ

ろば”からの参加団体手配も行いました。その結果、２日間で４つの団体が“体験ひろば”を開

きました。	 

	 



	 さて、私（山口）ですが、１日目（６月 23 日）は米沢市での取材活動があったため、ここでご

紹介できるのは２日目（６月 24 日）のみとなりますが、雰囲気だけでもお楽しみいただきたいと

思います。	 

	 

	 はじめに、“やまがた体験ひろば”からお伝えします。	 

	 “やまがた体験ひろば”に参加したのは４団体ですが、２日目は２団体が参加しました。午前

は“Ｖ９４２	 ＴＥＮ・ＤＯ”（天童市）で、午後は“はぐくみ保育園”（新庄市）です。	 

	 

	 

▽Ｖ９４２	 ＴＥＮ・ＤＯ	 

	 	 	 

	 “Ｖ９４２	 ＴＥＮ・ＤＯ”は天童市立図書館にて毎月最終土曜日に、子どもたちへの読み聞

かせ、手遊び、昔遊びなどをしています。この日は、お馴染み“割り箸鉄砲”つくりの体験ひろ

ばを開きました。	 

	 

	 

▽はぐくみ保育園	 

	 新庄市でＮＰＯ法人として運営している“はぐくみ保育園”は、組み子コースターつくり、釘

打ち体験などの体験ひろばを開きました。	 

	 	 	 

	 	 	 

	 	 	 	 私（山口）も開いている“まんからゲーム”です。ゲーム板は、木の板です。	 



	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 ↑サンビー体操	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↑風船飛ばし	 

	 サンビー体操とは、ボール、ベル、ベルターの頭文字（３Ｂ）から名付けられた健康体操のこ

とで、道具を使うことで、幼児から高齢者・障がい者まで楽しむことができます。山形県のブー

スでも紹介したほか、メインステージでも披露しました。	 

	 

	 山形県以外のブースも、いくつか紹介します。	 

	 

	 	 	 	 

	 	 ↑羽陽学園短期大学の“むじゃｋｉｄｓランド”	 	 	 	 	 	 ↑山形県私立幼稚園協会	 

	 

	 	 	 	 	 

↑赤ちゃんはいはいレース	 	 	 	 	 	 	 ↑積み木	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↑木の箸つくり	 

	 

	 今年も会場中央に羽陽学園短期大学による大きな遊び場ができました。“むじゃｋｉｄｓラン

ド”と名付けられた遊び場では、子どもたちが思いっきり遊んでいました。	 

	 金融機関のブースでは、今年も“赤ちゃんはいはいレース”が行われました。一気に進む赤ち

ゃんがいれば、まったく進まない赤ちゃんがいて、笑いを誘っていました。	 

	 積み木を出展したのは、山形市内の絵本とつみ木の店です。積み木タワーもつくりました。	 

	 木の箸つくりを出展したのは、山形市内の工務店です。	 

	 

	 

	 それでは、“だがしや楽校”をご紹介しましょう。	 



	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 今回は３つのおみせ（屋台）を開きました。	 

	 

	 

	 

▼えんぴつデコレーション	 

	 	 	 

	 えんぴつにカラーテープやシールを貼って、自分だけの鉛筆をつくります。この日も大人気で

途中で売り切れ！になりました。	 

	 	 	 

	 

	 

	 

▼ぺたぺたカレンダー	 

	 	 	 

	 色紙をハサミで好きな形に切って貼ったり、絵を描いたりして、カレンダーをつくります。	 



	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 この日は７月のカレンダーをつくりました。	 

	 

	 

▼紙芝居	 

	 	 	 

	 創作紙芝居劇団『だだちゃまめ』の中村恵二さんによる“紙芝居”のおみせです。なぞなぞあ

り、クイズあり、紙芝居ジャンケンあり、創作ありのとても楽しい紙芝居です。	 

	 	 	 

	 

	 

	 今回は１日だけの取材となった“だがしや楽校＠子育て応援団すこやか２０１２”でしたが、

昨年のような親の都合で子どもを振り回す光景はほとんど見られず、多くのおとうさん・おかあ

さんがお子さんといっしょになってゆっくり遊んでいて、とても良い雰囲気となった“だがしや

楽校”でした。	 

	 

	 

	 

企画・制作・編集・文責	 

山口充夫	 

だがしや楽校コーディネーター	 

おきたまラジオＮＰＯセンター	 

	 


